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 始業式で，子供たちにお話したことの一部を紹介します。 

 はじめ，右の図を見せずに「３人の人が野球の試合を見ています。３人の前

にある壁が高くて，野球の試合が見えません。」とだけ，伝えました。「同じ

高さの台が３つあったので，１人に１つずつあげました。いいかな？」と投げ

かけると「うん」と大きく頷く子供たち。でも，「１人には１つもあげないで，

もう１人に１つ，最後の１人に２つあげました。ずるい？」と聞くと，「うん，

ずるい」と困惑顔の子供たち。 

『いい顔  いい言葉  いい思い』 

自ら ともに つながる 

 

          元気な子供たちの「おはようございます！」から始まる大場小学校の毎日が戻ってきました。夏休み中

は，保護者・地域の皆様が，子供たちの生活を見守ってくださり，ありがとうございました。お陰様で，

無事に２学期を迎えることができました。 
 １学期は，運動会や校外学習等，１つ１つの行事を通して，子供たちの成長が感じられた学期でした。

２学期も日々の教育活動の１つ１つを大切にし，子供たちの成長を支えていきたいと思っております。 

子供たちの「いい顔 いい言葉 いい思い」があふれる日々となるよう，職員一同力を尽くして参ります

ので，今学期もご支援ご協力よろしくお願いいたします。 

「ちがい」を認め合う 

 

 
 

 

２学期にがんばりたいこと 

           １年 児童 

 

 わたしは，２学期にがんばりたいこ

とが２つあります。 

 １つ目は，算数のお勉強です。１学

期に学習した「ひきざん」では，計算

がすらすらと言えなかったので，２学

期は，計算カードを毎日がんばって，

答えをすらすら言えるようにしたい

です。 

 ２つ目は，国語のお勉強です。２学

期は「カタカナ」と「かんじ」を勉強

します。「カタカナ」は，ひらがなと

似ているのでちがいに気を付けて，書

くようにしたいです。「かんじ」は，

書き順に気を付けて，一画一画丁寧に

書けるようにがんばりたいです。 

 この２つの目標が達成できるよう

に，がんばっていきたいです。 

 

(平仮名表記を漢字表記に修正してあります) 

  

 

 

 

わたしの２学期のめあて                 

         ３年 児童 

 
 楽しい夏休みが終わり，いよいよ今日から２学期が始まります。わた
しが，２学期にがんばりたいことは，３つあります。 
 １つ目は，リコーダーを上手に吹くことです。３年生になって音楽の
授業では，リコーダーの学習をしました。初めてやってみたけれど，最
初はリコーダーの穴を指できちんと押さえることができなくて苦労し
ました。何回も練習するうちに，だんだん正しい音が吹けるようになっ
てきました。今は「ソ･ラ･シ･ド･レ」が吹けるようになりました。２学
期では，他の音の指使いも覚えていろいろな曲が吹けるようになりたい
です。 
 ２つ目は，大きな声であいさつが言えるようになることです。あいさ
つは，人の心と心をつなぐ大切な言葉だと思います。でも，目の前にい
る人にあいさつをしようと思っても，はずかしくなってしまい，小さな
声であいさつをすることで精一杯でした。２学期には，もっと友達と仲
良くなるように勇気を出して大きな声であいさつができるようになり
たいです。 
 ３つ目は，クロームブックをたくさん使えるようになることです。ク
ロームブックを２年生から使い始めて，わたしは，使い方の決まりを先
生たちから教わりました。３年生の国語では，グループになってジャム
ボード使った勉強が楽しかったです。２学期もいろいろな操作を教わっ
てタブレット学習をがんばりたいです。 

この３つのめあてに向けて，２学期もきちんとした学校生活を送りた

いです。            (平仮名表記を漢字表記に修正してあります) 
 

 

子供たちにとって公平・公正の意味を理解するこ

とは難しいことです。発達段階に応じて成長してい

きますが，｢ちがう支援をしてもいい｣｢ずるくない｣

と思う感覚，ちがいを認め合う感覚を育み，だれも

が「いい思い」を感じることができるような学校づ

くりを目指してまいります。ご理解ご協力をお願い

いたします。 

 

何も知らなければ，「１人に１つずつ」が平等なのだと思います。でも，絵の状況を見れば，それぞれ

に合った高さの台が必要で，１人は，台がなくても大丈夫なことが分かります。 

 

 


